
１９４６年１１月３日撮影 

 

（貴族院で行われた日本国憲法公布記念式典。昭和天皇を前に勅語奉答文を朗読する吉田茂首相） 

 

ヒロシマ・ナガサキを二度と起こさないという決意が、憲法９条に 

 憲法制定の国会で、吉田茂首相（当時）は

９条制定の理由とし「従来近年の戦争は多

く自衛権の名において、戦われたのであり

ます。満洲事変しかり、大東亜戦争亦（また）

しかりであります」と指摘し、他国から、「好

戦国」ではないか、いつ再軍備して、「世界

の平和を脅かさないともわからない」とい

う日本への疑惑を晴らすためだと言ってい

ます。（（１９４６年６月２６日 帝国議会衆

院本会議）。 

国連憲章２条は「武力による威嚇又は武

力の行使を…慎まなければならない」とし

ました。憲法９条では、さらに徹底し、「武

力による威嚇又は武力の行使」を「放棄」し

ました。 

 ９条は、戦力不保持と交戦権を否認する

という、国連憲章にもない規定を持ち、「戦

争をしない」ことを徹底させています。日本

国憲法が前に向かって飛躍したことを示す

条項です。 

広島、長崎への原爆投下（４５年８月６日、

９日）がありました。二十数万人の命を奪い、

二つの都市を廃虚にした原爆の悲劇。二度

と起こさないという決意が、世界に先駆け

て戦力を保持せず、交戦権を認めないとし

た２項を生み出しました。 

侵略戦争を反省 

国連憲章からの飛躍 
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